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唾液から「癌の匂い」が明らかに！ 

匂いによる新しい口腔癌診断技術の確立 
 

 

 

北九州市立大学国際環境工学部の李
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医員）との共同研究により、口腔癌に特異性を示す 27 種類の匂い成分を唾液から検出

し、癌の進行に伴ってそれらの成分が「消失」、「増減」、「新生」といった 3 つのグループ

に分かれることを発見しました。この匂い成分のうち 12成分の変動から簡便・迅速に口腔

癌の有無が判断でき、最終的には口腔癌の非侵襲的診断及び早期発見に利用できる新しい

診断技術を発明しました（特願 2018-205844、平成 30 年 10 月 31 日：Journal of 

Chromatography B 1104, 49–58 (2019)）。 
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 別紙  
 

匂いによる新しい口腔癌診断技術の確立 

 

 

１．研究背景 

世界における新規癌患者数は年間約 1,750 万人と言われており、死亡者数も約 880 万

人に達すると言われています。医療や保健衛生の進歩により日本は世界有数の長寿国にな

っていますが、癌は 30年以上にわたり死因第一位であり、また、癌による死亡者数は年間

37 万人を超え、その数は年々増加している傾向です。特に、口腔癌は早期発見が困難な疾

患の一つ（最も一般的なヒト悪性腫瘍の６位の疾患）であり、高い罹患率と 5 年以上の生

存率が 50％以下の難病です。また、その 90％以上が口腔
こうくう

扁平
へんぺい

上皮
じょうひ

癌
がん

（OSCC：oral 

squamous cell carcinoma）であり、日本では口腔癌による死亡者数は2016年に7,300

人以上と報告されています※1。特に、OSCC に関連する死亡率は高く、それはリンパ節又

は頸部に広がった後の病期の遅い段階になって発見されることに起因します。従って、安価

で感受性の高い診断技術の開発が癌早期発見の重要な課題となっています。 

 

２．従来技術の現状と問題点 

癌の最も一般的な診断ツールとして、Ｘ線診断、ＣＴ、腫瘍マーカーを標的とした血液検

査等が行われていますが、実際に陽性反応が出た時点では病態が進行していることも少な

くなく、必ずしも早期発見につながっていないのが現状です。従って、疾患の早期発見は、

より効果的な治療のための最も重要な医療目標でもあります。血液からの腫瘍マーカーの

発見を目指した従来技術のほとんどは、核酸やタンパク質、アミノ酸などの非揮発性物質に

着目した代謝分析であり、分子量決定等に当たり複数の分析手法を組み合わせる必要があ

るなど、分析時間が長く操作が煩雑であるという普及を妨げる課題が残されています。一方、

人体から排出される揮発性有機化合物（Volatile Organic Compounds, 以下「ＶＯＣ」）

が体内の健康状態を反映し、癌をはじめとする様々な疾患との関係性が近年、多方面で研究

されています。しかしながら、ＶＯＣと様々な疾患との関係は明らかとなっていない点が多

く、まだ実用化には至っていない現状です。 

 

３．本技術の特徴 

今回、李教授らは、簡便な操作で実施することができる新たな癌診断方法及びシステムを

提供することを目的とし、体液の一つである唾液に含まれた VOC から口腔癌を診断する

新しい技術を開発しました。口腔癌を患っている被験者から採取した唾液中のＶＯＣを独

自で開発した抽出デバイスとガスクロマトグラフ質量分析装置（GC-MS）を利用して高

感度に検出し、健常者では検出されるが癌患者では検出されないＶＯＣ群（消失群）、健常

者では検出されないが癌患者では検出されるＶＯＣ群（新生群）、及び健常者と癌患者の両

方で検出されるが癌患者で検出量が顕著に増減するＶＯＣ群（増減群）を世界で初めて明ら

かにしました。各 VOC 群に属する匂い成分の変動を総合的に判断することで非侵襲的に
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癌を診断することができます。以下の図で分かるように、病期の初期段階（ステージ I）に

おいても 12 成分の潜在的なＶＯＣバイオマーカープロファイルの比較から健常者と口腔

癌患者を区別することが可能です※2, 3。 

 

図．健常者と口腔癌患者を区別する 12 成分の潜在的なＶＯＣバイオマーカー 

プロファイルを比較するグラフ 

 

4．想定される用途 

・揮発性バイオマーカーによる口腔癌スクリーニング 

・癌診断匂い検知技術及び計測デバイスの開発 

・匂い情報に基づく総合ヘルスケア 

・医療または食品分野における匂いの再現、例えば、癌の匂い、コーヒーの匂いなど 

 

5．特許出願 

・特願 2018-205844：癌の診断を補助する方法、および癌を診断するシステム 
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７．用語 

・扁平上皮癌 

体を構成する組織のうち、扁平上皮とよばれる体の表面や食道などの内部が空洞になっ

ている臓器の内側の粘膜組織から発生する癌。 

減少群

消失群

新生群
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・バイオマーカー 

血液や尿、唾液などの体液や組織に含まれる、タンパク質や遺伝子などの生体内の物質で、

病気の変化や治療に対する反応に相関し、指標となるもの。 

 

・ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC-MS） 

クロマト分離を行うガスクロマトグラフ (GC)，質量分離を行う質量分析計

(MS)という分離手法が異なる 2 つの装置から構成された分析装置。主にガス

状の化合物または気化する化合物（300℃程度以下で気化する（分解しない）

化合物）を対象とし、約 1,000 程度までの分子量をもつ極性の低い化合物の

分析に利用できる。  

 

・揮発性有機化合物（Volatile Organic Compounds, ＶＯＣ） 

 常温常圧で大気中に容易に揮発する有機化学物質の総称。 

 


